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第９回目玉川大学国際バカロレア
教育フォーラム

分科会：社会
形成的評価と総括的評価

国際バカロレア教育
ＩＢは、「世界を理解するために『認識』は重要」だと考えます。

「太陽が地球を回っている」
↓

「地球が太陽を回っている」
↓

「太陽系が銀河系の中心を回っている」
↓

「銀河系が宇宙の中心を回っている」
↓

「そもそも宇宙に中心はない」
↕

「いや、中心はある」
↓

？？？

「正しい知識」とは何でしょうか。

国際バカロレア教育

ＩＢの教育には、下記の価値観に即した次のような特徴
があります。

• 学習者を中心に置く
• 「指導」と「学習」において効果的な方法を展開する
• グローバルな視野に立って取り組む
• 意味のある学習内容を探究する

これらの４つの特徴が一体となって、ＩＢの教育を形づ
くっています。

国際バカロレア教育

ＩＢの教育には、下記の価値観に即した次のような特徴
があります。

• 学習者を中心に置く
• 「指導」と「学習」において効果的な方法を展開する
• グローバルな視野に立って取り組む
• 意味のある学習内容を探究する

これらの４つの特徴が一体となって、ＩＢの教育を形づ
くっています。

すべてのＩＢプログラムにおいて、以下の６つの主要な教育原理
に基づいて指導が行われます。

探究を基盤とした指導

概念理解に重点を置いた指導

地域的な文脈とグローバルな文脈において展開される指導

効果的なチームワークと協働を重視する指導

すべての学習者のニーズを満たすために差別化した指導

評価（形成的評価および総括的評価）を取り入れた指導

IBを支える教育原理

すべてのＩＢプログラムにおいて、以下の６つの主要な教育原理
に基づいて指導が行われます。

評価（形成的評価および総括的評価）を取り入れた指導

IBを支える教育原理
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IBにおける評価

0 1 2

正確さ（より本物に似ている） 不明 イラスト的 写実的

線の本数 多すぎ やや多い 少ない

大きさ
紙の半分未満
しか使ってい

ない

紙の半分以上
使っている

紙の7割以上
使っている

形成的評価から統括的評価へ

エビデンス

の収集

エビデンス

の分析

生徒への

フィードバック
指導の調整

指導

重要なことは、個々の総括的評価プロセスを開
始する時に、その課題について何が生徒に期待
されているかを明確にして、求められていること
を生徒が完全に理解できるようにすることです。

IB評価に対する期待について説明する際は、教
師は、規定の評価規準を改定したり、単元で取
り扱われる目標を超越した目標を導入しないよ
うにしなければなりません。

エビデンス

の収集

エビデンス

の分析

生徒への

フィードバック
指導の調整

指導 形成的評価

到達度の判断

成績をつける

成績を通知する

統括的評価

形成的評価から統括的評価へ
形成的評価から統括的評価へ

形成的評価から統括的評価へ

• 効果的な形成的評価は教師と生徒に対して、個人の学習スタイル
を掘り下げるだけではなく、学習の差別化の参考になる個々の生
徒の長所や課題、選択を探る方法を示してくれます。

• 形成的評価は生徒にとって、総括的評価課題を完成させるために
準備する中で、理解の表現を示しそれに磨きをかける重要な機会
でもあります。

• 生徒同士の評価と自己評価も形成的評価の有効な方法です。

• 学びのプロセスに焦点を合わせる

生徒の焦点を学びのプロセスに向ける課題と指導法を優先的に扱う

• 概念的な理解を現実世界の状況とつなげる

生徒を、なぜ？、いつ？、どのようにしたら分かるのか？ どの状況だと当て
はまるのか？ といった、主軸となる質問形式の問いに参加させる。

学びを育むファシリテーターとしての教師
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 教員による制御

 “正しい”答えへの導き

 正しい答えが評価される

 クローズド・クエスチョン

 教員が生徒よりも“話す時間”が多い

 限られた参加

 既知の結果に注目する

 教員が真実を握っている

 教員と生徒による共用制御

 可能性を探ることへの導き

 “間違った”答えや挑戦することが評価さ
れる。

 オープン・クエスチョン

 生徒は教員より“話す時間”が多い

 包括的参加

 予測不可能

 真実は共有成果

教育的対話 対話的教育 形成的評価に基づいた授業づくり

学習するテーマ：

弥生時代以降、それまでに見られなかった大規模な争
い（戦争）による死傷者と考えられる人骨が多数出土する。
その原因はなんだろうか？

わかってほしいこと：
・縄文時代の主たる食料獲得方法が狩猟・採取であること
・縄文時代と弥生時代の文化の違い
・渡来人が大規模な水田稲作文化を持ち込んだこと
・渡来人と在来人との混血が弥生人であること

考察してほしいこと：
・なぜ弥生時代から戦争が起きるのか

0 1 2

文化比較 言及できていない
縄文と弥生の文化
の比較に２～３の側
面から言及できる

縄文と弥生の文化
の比較について多く
の側面から言及で

きている

食料生産と
人口増加

言及できていない

食料生産と人口増
加について個別／
一方のみ述べられ

ている

食料生産と人口増
加の関係について
関連させて述べら

れている

主張の方法
思いつきのように

脈絡がない

主張はできているが
説明的であって考
察されていない

主張は考察的で独
自の解釈や視点を

含む

「狩猟・採集や農耕の生活」について調べるとは，例え
ば，貝塚や集落跡などの遺跡，土器などの遺物を取り上
げて調べ，日本列島では長い期間，豊かな自然の中で
狩猟や採集の生活が営まれていたことが分かるようにす
るとともに，水田跡の遺跡や農具などの遺物を取り上げ
て調べ，農耕が始まったころの人々の生活や社会の様
子が分かるようにすることである。

文部科学省 小学校学習指導要領 解説 より抜粋

コメントのみ、点数のみ、コメントと点数の３種→コメントのみが最も効果的

・「学習のための評価」フィードバックを改善に結びつける。①子どもの現在の到達点が示されるだけでなく②それが目
標とどれぐらい 異なっているのか質的・量的に示され③その差異を埋めるためにどのような行動が必要なのかを示
す。つまり、今いる地点、目標までの距離、到達の方法次に必要となる学習活動が具体的に示されること

・「学習としての評価」自分の学習をモニタリングし改善する能力の育成。①自己客観かは無理なので②子どもたち自
身による相互評価③教師と対話することで評価基準を共有し改善のための方策を対話的に考える

・

最終課題

大要素A

要素a-1 要素a-2

大要素B

要素ｂ-1 要素ｂ-2

最終課題

途中段階２

途中段階１








